
令和７年度学校経営方針【学校経営の全体計画】                                                                     西都市立茶臼原小学校 

 

 

  

学校経営の理念 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 自分の考えを伝える力を育成するための聞き合う関係を 

大切にする授業 

〇 深く考える力を育成するための探究と協同ができる授業 

〇 ＩＣＴを活用した学びの確認と個別最適な学習の充実 

〇 各種学力テスト・意識調査分析による児童の実態把握と活用 

 

〇 「自立」に向けた基本的生活習慣の定着 

〇 「いのち」を大切にする健康・安全指導 

〇  学級活動の授業の充実 

 

〇 家庭、友愛園、地域社会、学校運営協議会に

向けた情報発信と情報の共有 

（PTA専門部会、合同部会との綿密な連携） 

〇 みどりの少年団による校内、地域への貢献 

〇 妻高等学校、穂北中校区、保育園との計画的

な交流（生活科、総合的な時間、クラブ活動） 

個のよさが  響き合い  輝く  相信相愛の明るい学校 
～「かかわり」と「見届け」を基盤とした教育の実践～ 

 

学校経営の理念 

石井十次先生の教えが息づく地域の実態を踏まえ、全職員が家庭・地域と連携を図りながら、 

学校教育目標の具現化に向けた組織として教育力を結集し、「かかわり」と「見届け」を基盤とした 

教育の実践に努め、“個のよさが 響き合い 輝く 相信相愛の明るい学校づくり”を推進する。 

進んで学び  心豊かで  元気な児童の育成 学校の教育目標 

ワクワクする学校 ～ 「学び」って楽しい！ ～ 
令和７年度 

学校経営ビジョン 選ばれる学校 ～ やっぱり「茶臼原 」！ ～ 

0ne step ahead  Be the challenger 

未来を見据えて 一歩先行く人になる 

気づき  考え  行動する 

重点目標１ 

確かな学力の確実な育成 

重点目標４ 

学校・家庭・地域との連携 

視点に基づく 

重点目標と実践事項 

重点目標３ 

たくましい心身の育成 

ビジョンの具現化に

向けた視点 
「力」をつける授業 「自立」を意識した指導 

「ならでは」を

核とした取組 

地域のために 

地域とともに 

インクルーシブ教育 

特別支援教育の充実 

体験活動と道徳の授業の相互補完

による道徳教育 

 

〇  「生命」と「人権」を尊重する意識を高める日常指導と授業の充実 

〇  日常生活や体験活動における承認と賞賛 

（自己肯定感・自己有用感の高揚） 

〇  体験活動を補充・深化・統合する道徳の授業の充実 

〇  豊かな感性を育むための自己表現の場の創出 

重点目標２ 

豊かな感性の醸成 


